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２
０
２
１
年
に
出
さ
れ
た
国
土
交
通
省
「
企
業
等

の
東
京
一
極
集
中
に
関
す
る
懇
談
会
と
り
ま
と
め
」

の
な
か
に
「
都
道
府
県
別
の
経
済
的
豊
か
さ
」
と
い

う
興
味
深
い
資
料
が
あ
る
。

世
帯
の
可
処
分
所
得
（
二
人
以
上
勤
労
者
世
帯
）

の
平
均
値
を
都
道
府
県
で
比
較
す
る
と
、高
い
順
に
、

富
山
県
、
福
井
県
、
東
京
都
が
続
く
。
と
こ
ろ
が
平

均
値
で
は
な
く
中
央
値
（
上
か
ら
40
～
60
％
の
世
帯

の
値
）
を
取
る
と
、
上
位
３
県
は
富
山
県
、
三
重
県
、

山
形
県
の
順
と
な
り
、東
京
都
は
12
位
ま
で
下
が
る
。

さ
ら
に
、
食
糧
費
や
家
賃
、
光
熱
水
道
費
な
ど
の

基
礎
支
出
の
水
準
を
み
る
と
、
東
京
都
の
値
が
最
も

高
い
。
そ
の
結
果
、
可
処
分
所
得
と
基
礎
支
出
の
差

額
を
比
較
す
る
と
、
東
京
都
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
42
位

ま
で
下
が
る
。

こ
の
数
値
に
は
単
身
世
帯
や
経
営
者
等
が
含
ま
れ

て
い
な
い
な
ど
留
意
す
べ
き
点
は
あ
る
。
だ
が
、
こ

こ
か
ら
言
え
る
の
は
、
東
京
に
は
稼
げ
る
機
会
は
あ

り
、
高
額
な
所
得
を
稼
い
で
い
る
人
々
は
い
る
が
、

中
間
層
の
世
帯
に
お
い
て
、
可
処
分
所
得
は
必
ず
し

も
高
い
わ
け
で
は
な
い
。
加
え
て
家
賃
や
物
価
が
高

い
こ
と
か
ら
、
地
方
圏
と
比
較
し
て
、
余
裕
の
あ
る

暮
ら
し
が
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
最
近
で
は
農
産
物
の
価
格
も
上
昇
、
地
震
や
豪

雨
災
害
へ
の
備
え
か
ら
米
を
買
う
動
き
も
加
速
し
、

ス
ー
パ
ー
に
は
軒
並
み
米
が
な
い
状
態
が
続
い
た
。

衣
食
住
の
安
定
的
確
保
を
考
え
る
と
、
地
方
圏
で
の

暮
ら
し
の
方
が
魅
力
的
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

い
っ
ぽ
う
、
医
療
や
教
育
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
考

え
る
と
、
東
京
に
は
多
様
な
機
会
が
あ
る
。
ま
た
、

地
方
圏
か
ら
東
京
圏
に
移
り
住
ん
だ
女
性
は
、魅
力
・

利
便
性
・
自
由
を
求
め
て
東
京
圏
に
移
り
住
ん
で
い

る
と
の
調
査
結
果
も
あ
る
。
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
が

あ
る
こ
と
、
そ
し
て
多
様
な
価
値
観
が
許
容
さ
れ
、

選
択
肢
が
多
い
こ
と
が
東
京
の
良
さ
と
い
え
る
か
も

し
れ
な
い
。

国
土
形
成
計
画
で
は
、「
場
所
に
縛
ら
れ
な
い
暮

ら
し
方
・
働
き
方
に
よ
る
地
方
へ
の
人
の
流
れ
の
創

出
・
拡
大
を
図
る
こ
と
」
や
、「
若
者
世
代
や
女
性

に
開
か
れ
た
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
」
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
政
府
は
、
広
域
的
地
域

活
性
化
の
た
め
の
基
盤
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
、
二
地
域
居
住
の
促
進
に
向
け
た
体
制
づ
く

り
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

地
方
圏
に
若
い
世
代
を
呼
び
込
む
に
は
、
稼
げ
る

仕
事
が
あ
る
こ
と
も
大
切
だ
が
、
そ
こ
に
豊
か
な
関

係
性
や
、
創
造
的
な
事
業
活
動
等
の
展
開
を
支
え
る

文
化
が
あ
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
感
じ

る
。
受
入
れ
環
境
整
備
に
あ
た
り
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
仕
事
と
暮
ら
し
の
実
現
を
応
援
す
る
職
場
づ
く

り
や
起
業
支
援
、
住
ま
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

の
発
想
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

高原を彩る、ルビー色の絨毯（長野県箕
みの

輪
わ

町
まち

）

写真キャプション
南アルプスと中央アルプスに
囲まれた伊那盆地の北部に位
置する箕輪町。標高900メート
ルにある｢赤そばの里 ｣では、
全国でも珍しい赤い花が咲く
そばが栽培されている。9月下
旬から10月上旬にかけて、東京
ドームほどの広大な畑一面に
可憐な花が鮮やかに咲き誇り、
幻想的な風景をつくりだす。

「
豊
か
」な
暮
ら
し
を
享
受
で
き
る
地
域

東
洋
大
学
国
際
学
部
国
際
地
域
学
科
教
授

沼ぬ
ま

尾お

 

波な
み

子こ

政�

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

随�

想
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
官
房
総
務
課
支
援
金
制
度
等
準
備
室
�
⑵

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
元
気
で
健
康
な
高
齢
者
の
ま
ち
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

│

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業

│

＝
兵
庫
県
多
可
町
�
⑹

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
�
�������������������������
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小
さ
な
町
の
大
き
な
挑
戦
�
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大
分
県
玖
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町
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宿
利　

政
和
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１１
．
は
じ
め
に

．
は
じ
め
に

少
子
化
は
、
わ
が
国
が
直
面
す
る
最
大

の
危
機
で
あ
り
、
2
0
2
2
年
に
生
ま
れ

た
こ
ど
も
の
数
は
統
計
開
始
以
来
最
低
を

更
新
し
、
加
え
て
、
最
近
は
少
子
化
の
ス

ピ
ー
ド
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

少
子
化
は
人
口
減
少
を
加
速
化
さ
せ
て
お

り
、
こ
う
し
た
急
速
な
少
子
化
・
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
、
我
が
国

の
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
や
地
域
社
会
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
に
な
り
ま
す
。

2
0
3
0
年
代
に
入
る
と
若
年
人
口

自
体
が
急
激
に
減
少
し
始
め
る
た
め
、
２

０３０


年
代
に
入
る
ま
で
に
少
子
化
ト
レ

ン
ド
を
反
転
で
き
る
か
ど
う
か
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
政

府
は
（
１
）
構
造
的
賃
上
げ
等
と
併
せ
て

経
済
的
支
援
を
充
実
さ
せ
、
若
い
世
代
の

所
得
を
増
や
す
こ
と
、（
２
）
社
会
全
体

の
構
造
や
意
識
を
変
え
る
こ
と
、（
３
）

全
て
の
こ
ど
も
・
子
育
て
世
帯
を
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
切
れ
目
な
く
支
援
す

る
こ
と
、
の
３
つ
を
基
本
理
念
と
し
て
抜

本
的
に
政
策
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

具
体
的
に
は
、
令
和
５
年
12
月
22
日
に

閣
議
決
定
し
た
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
」
に

お
い
て
、
総
額
３
・
６
兆
円
規
模
の
「
加

速
化
プ
ラ
ン
」
を
ま
と
め
、
そ
の
う
ち
制

度
改
正
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
、「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
」
と
し
て
、
令
和
６
年
通
常

国
会
（
第
2
1
3
回
国
会
）
に
提
出
し
、

６
月
５
日
に
成
立
・
６
月
12
日
に
公
布
さ

▶
図
１

○ 支援金制度の創設 ～少子化対策に受益を有する全世代・全経済主体が子育て世帯を支える新しい分かち合い・連帯の仕組み～
・ 令和８年度に創設、令和10年度までに段階的に導入（8年度0.6兆円、9年度0.8兆円、10年度1兆円※）。医療保険料とあ
わせて徴収

・ 歳出改革と賃上げによって実質的な社会保険負担軽減の効果を生じさせ、その範囲内で構築
・ 令和６～10年度の各年度に限り、つなぎとして子ども・子育て支援特例公債を発行

○ こども・子育て政策の見える化の推進
・ 令和７年度に子ども・子育て支援特別会計の創設（子ども・子育て支援勘定、育児休業等給付勘定）

子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律（令和６年法律第47号）のポイント

こども未来戦略＜加速化プラン＞に基づく給付等の拡充

給付等を支える財政基盤の確保と見える化の推進

給
付
拡
充
と
財
政
基
盤
の
確
保
を
一
体
的
に
整
備

〇妊婦等包括相談支援事業の創設
・様々な不安、悩みに応え、ニーズに応じた支援につなげる

〇乳児等のための支援給付（こども誰でも通園制度）の創設
・月一定時間までの枠の中で時間単位等で柔軟に通園が

       可能な仕組み［令和８年４月給付化］
〇児童扶養手当の第３子以降の加算額の引上げ

１．ライフステージを通じた経済的支援の強化

２．全てのこども・子育て世帯への支援の拡充 ３．共働き・共育ての推進

３歳未満 ３歳～高校生年代

第１子・第２子 月額１万５千円 月額１万円

第３子以降 月額３万円

〇児童手当の抜本的拡充（◎）⇒全てのこどもの育ちを支える基礎的な経済支援としての位置付けを明確化
・所得制限を撤廃
・高校生年代まで延長 ＋支給回数を年６回に
・第３子以降は３万円
＊ 多子加算のカウント方法は、22歳年度末までの子で親等に

経済的負担がある場合にはカウントするよう見直し

〇妊婦のための支援給付の創設（◎） 10万円相当の経済的支援 ⇒２の妊婦等包括相談支援事業との効果的な組合せによる支援

〇出生後休業支援給付（育休給付率を手取り10割相当に）
・子の出生後の一定期間に男女で育休を取得することを促進（◎）

〇育児時短就業給付（時短勤務時の新たな給付）（◎） 
・２歳未満の子を養育するため、時短勤務中に支払われた
賃金額の10％を支給

〇育児期間中の国民年金保険料免除措置の創設（◎）

◎は支援納付金充当事業

［令和６年10月分から］

［令和７年４月制度化］

［令和７年４月］

［令和８年10月］

［令和７年４月］

［令和７年４月］［令和６年
11月分から］

（◎）

※これらのほか、産後ケア事業の提供体制の整備、教育・保育施設の経営
情報の見える化、ヤングケアラーに対する支援の強化等を実施。

※支援納付金総額のうち公費負担分を除いた被保険者・事業主の拠出額の目安

1

政　策

「子ども・子育て支援法等の「子ども・子育て支援法等の
一部を改正する法律」の概要一部を改正する法律」の概要

こども家庭庁長官官房総務課こども家庭庁長官官房総務課
支援金制度等準備室支援金制度等準備室
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れ
ま
し
た
（
改
正
法
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
図
１
参
照
）。

少
子
化
・
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
に
は
、本
法
律
の
内
容
を
含
め「
加

速
化
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
る
総
合
的
な
対
策

に
よ
っ
て
、
全
て
の
こ
ど
も
・
子
育
て
世

帯
を
切
れ
目
な
く
支
援
し
、
一
人
ひ
と
り

の
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
め
ざ
す
と

と
も
に
、
そ
う
し
た
支
援
や
働
き
方
の
見

直
し
を
通
じ
て
、
社
会
の
構
造
や
意
識
を

変
え
て
、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
を

実
現
し
て
い
き
、
こ
ど
も
を
持
つ
こ
と
を

希
望
す
る
方
が
安
心
し
て
こ
ど
も
を
産

み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

基
礎
自
治
体
に
お
か
れ
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
こ
ど
も
・
子

育
て
支
援
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
本
法
律
の

施
行
、
加
速
化
プ
ラ
ン
の
実
施
に
つ
い
て

も
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
、
施
行
に
向
け
た
実
務
面
の
検

討
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
ま
ず
本

稿
に
お
い
て
は
、
本
法
律
の
概
要
に
つ
い

て
ご
紹
介
を
し
て
い
き
ま
す（
２
．～
４
．）

（
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
図
２
参
照
）。

２２
．．��「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く

「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く

給
付
の
拡
充

給
付
の
拡
充

（
１
）�

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通
じ
た
子
育

て
に
係
る
経
済
的
支
援
の
強
化

①�

児
童
手
当
の
抜
本
的
拡
充
（
令
和
６
年

10
月
１
日
施
行
）

児
童
手
当
に
つ
い
て
、
次
代
の
社
会
を

担
う
全
て
の
こ
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
基

礎
的
な
経
済
支
援
と
し
て
の
位
置
づ
け
を

明
確
化
す
る
等
の
観
点
か
ら
、
１
）
所
得

制
限
を
撤
廃
す
る
、
２
）
支
給
期
間
を
高

校
生
年
代
ま
で
延
長
す
る
、
３
）
多
子
加

算
の
子
の
カ
ウ
ン
ト
方
法
を
拡
充
の
効
果

が
よ
り
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
見
直
す
と
と

も
に
、
第
３
子
以
降
の
支
給
額
を
３
万
円

に
増
額
す
る
、
４
）支
払
月
を
年
３
回
か
ら

偶
数
月
の
年
６
回
と
す
る
拡
充
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。
拡
充
分
は
令
和
６
年
10

月
分
の
児
童
手
当
か
ら
適
用
さ
れ
、
拡
充

後
の
初
回
支
給
は
同
年
12
月
に
さ
れ
ま
す
。

②�

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
の
創
設
及
び

妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
と
の
効
果

的
な
組
合
せ
に
よ
る
総
合
的
な
支
援

（
令
和
７
年
４
月
１
日
施
行
）

妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
行
う
観
点
か
ら
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
に
「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
」
を
、

児
童
福
祉
法
に
「
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援

事
業
」
を
そ
れ
ぞ
れ
創
設
す
る
と
と
も

に
、
市
町
村
は
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付

を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
妊
婦
等
包
括

相
談
支
援
事
業
等
の
支
援
を
効
果
的
に

組
み
合
わ
せ
て
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

（
２
）�

全
て
の
こ
ど
も
・
子
育
て
世
帯
を

対
象
と
す
る
支
援
の
拡
充

①�

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
創
設
（
令

和
８
年
４
月
１
日
施
行
）

保
育
所
等
に
通
っ
て
い
な
い
こ
ど
も

へ
の
支
援
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
、
満
３

歳
未
満
で
保
育
所
等
に
通
っ
て
い
な
い
こ

ど
も
を
対
象
に
、
月
一
定
時
間
ま
で
の
利

用
可
能
枠
の
中
で
、
就
労
要
件
を
問
わ
ず

時
間
単
位
等
で
柔
軟
に
保
育
所
等
を
利
用

加速化プランの実施に向けたスケジュール（支援金制度関係）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

妊婦のための支援給付（妊娠・出産時の１０万円相当の給付金）として制度化

こども誰でも通園制度（乳児等のための支援給付）
（給付化）

国民年金第１号被保険者の保険料免除措置の創設
（約1.7万円／月（※令和6年度））

子ども・子育て支援特例公債
（令和６～10年度まで）

※安定財源として、そのほか既定予算の最大限の活用等

こども誰でも通園制度
（試行的事業）

こども誰でも通園制度
（法定事業化）

児童手当の抜本的拡充
・ 所得制限の撤廃
・ 高校生年代までの支給期間の延長
・ 第３子以降の支給額増額（３万円）

改
正
法
案
成
立
・
公
布

出産・子育て応援交付金
（予算事業）

支援金
加入者当平均月額

約250円

支援金
加入者当平均月額

約350円

支援金
加入者当平均月額

約450円

歳出改革・賃上げに向けた取組を先行・継続 2

・ 出生後休業支援給付（育児休業給付手取り10割相当）の創設
・ 育児時短就業給付（時短勤務中の賃金の10％支給）の創設

▶
図
２
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で
き
る
「
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
」

を
創
設
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
か
ら
制
度
の
本
格
実
施

を
見
据
え
た
試
行
的
事
業
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
令
和
７
年
度
に
法
定
の
事
業

と
し
て
実
施
自
治
体
数
の
拡
大
を
図
り
、

令
和
８
年
度
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
に
基
づ
く
給
付
と
し
て
全
国
の
自
治
体

で
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

令
和
８
年
度
か
ら
の
２
年
間
は
利
用
可
能

枠
に
つ
い
て
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。
計
画
的
な
提
供
体
制
の
整

備
を
改
め
て
お
願
い
し
ま
す
。

②�

産
後
ケ
ア
事
業
の
提
供
体
制
の
整
備

（
令
和
７
年
４
月
１
日
施
行
）

母
子
保
健
法
に
基
づ
く
産
後
ケ
ア
事

業
に
つ
い
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

に
基
づ
く
地
域
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業

に
も
位
置
づ
け
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
町
村
の
管
内
で
は
事
業

の
委
託
先
が
確
保
で
き
な
い
場
合
に
、
都

道
府
県
が
広
域
的
な
調
整
を
担
う
な
ど
、

計
画
的
な
提
供
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

③�

教
育
・
保
育
施
設
の
経
営
情
報
の
継
続

的
な
見
え
る
化
の
実
現
及
び
事
業
主
拠

出
金
に
係
る
見
直
し
（
令
和
７
年
４
月

１
日
施
行
）

保
育
士
等
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
、
人

事
院
勧
告
を
踏
ま
え
た
対
応
に
あ
た
り
、

所
要
額
の
半
分
を
事
業
主
拠
出
金
か
ら
充

当
す
る
こ
と
に
伴
い
、
０
-２
歳
保
育
の

運
営
費
に
充
当
で
き
る
上
限
割
合
の
引
上

げ
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
さ

ら
な
る
処
遇
改
善
等
を
進
め
る
上
で
は
、

費
用
の
使
途
の
見
え
る
化
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
保
育
所

等
の
設
置
者
が
教
育
・
保
育
施
設
の
経
営

情
報
を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
、
都
道

府
県
知
事
は
報
告
さ
れ
た
経
営
情
報
を
公

表
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

④�

児
童
扶
養
手
当
制
度
の
見
直
し
（
令
和

６
年
11
月
１
日
施
行
）

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
、
第
３
子
以

降
の
児
童
に
係
る
加
算
額
を
、
現
行
の
第

２
子
に
係
る
加
算
額
と
同
額
に
引
き
上
げ

る
こ
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
と
併
せ
て
、

ひ
と
り
親
の
就
労
収
入
の
上
昇
等
を
踏
ま

え
、
働
き
控
え
に
対
応
し
自
立
を
下
支
え

す
る
観
点
か
ら
所
得
限
度
額
を
引
き
上
げ

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

⑤�

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
支
援
の
強

化
（
公
布
日
施
行
）

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
、「
家
族

の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
を

過
度
に
行
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
子
ど

も
・
若
者
」
と
し
て
定
義
し
、
国
や
地
方

公
共
団
体
等
が
支
援
に
努
め
る
べ
き
対
象

と
し
て
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法

に
明
記
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

⑥�

基
準
を
満
た
さ
な
い
認
可
外
保
育
施
設

の
無
償
化
に
関
す
る
時
限
的
措
置
の
期

限
到
来
に
対
す
る
対
応
（
令
和
６
年
10

月
１
日
施
行
）

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
つ
い

て
、
基
準
を
満
た
さ
な
い
認
可
外
保
育
施

設
に
つ
い
て
も
令
和
６
年
９
月
末
ま
で
対

象
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
経
過

措
置
に
代
え
て
、
令
和
６
年
10
月
か
ら
令

和
11
年
度
末
ま
で
の
間
、
基
準
を
満
た
さ

な
い
施
設
の
う
ち
、
設
備
基
準
な
ど
基
準

を
満
た
す
の
に
相
当
の
期
間
を
要
し
、
か

支援金制度の創設によるこども一人当たりの給付改善額（高校生年代までの合計）

〇 子ども・子育て支援金制度の創設によるこども一人当たりの給付改善額（高校生年代までの合計）は約146万円。なお、現行の
平均的な児童手当額約206万円とあわせると、合計約352万円となる。
※ 子ども・子育て支援納付金の充当事業（児童手当（今般の拡充分に限る）、妊婦のための支援給付（出産・子育て応援給付金の制度化）、こども誰でも通園制度、
共働き・共育てを推進するための経済支援）について、実際の給付状況はこどもや世帯の状況により様々であるが、各給付の事業費を対象となるこどもの数で割って合計。

※ 「加速化プラン」（総額3.6兆円）の支援強化には、これら以外にも様々なものがある。

※年齢別にそれぞれの制度における1人当たり給付の平均額（令和10年度所要額（見込）を基とした対象年齢ごとの単純平均額）を算出し、各期間について合計したもの。現行の児童手当額は、
令和2年度児童手当事業年報の実績値に基づく平均単価を計上。

※共働き・共育てを推進するための経済支援は、出生後休業支援給付、育児時短就業給付、国民年金第１号被保険者の育児期間中の保険料免除を指す。
※児童手当については拡充分（所得制限撤廃、高校生年代への延長、多子加算の増額）を含む全体に支援納付金が充当されるほか、子ども・子育て拠出金・公費も充当。こども誰でも通園制度
については、支援納付金・公費を充当。また、支援金の総額1.0兆円（令和10年度）をベースに、低所得者軽減等のために投入される公費や各給付に充当される公費等も加えた給付額（総額約
1.5兆円）をベースに試算。

[3～6歳] [7～12歳] [13～15歳] [16～18歳]

103
（拡充分のみで51） 203

（拡充分のみで48）

47
（拡充分）

17

14

10

11

（万円）

支援金による医療保険加入者１人当たり拠出（平均）月約450円（※19年間の単純合計は約10万円）

拡充分
合計146万円

現行の児童手当と支援金充当事業における給付改善額（こども1人当たり）
< 18歳までの一人当たり累積給付額 支援納付金の充当事業＋従前の児童手当の合計:約352万円 >

▶
図
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つ
、
転
園
も
困
難
な
ケ
ー
ス
（
外
国
人
児

童
の
多
い
施
設
や
夜
間
・
深
夜
帯
の
保
育

を
実
施
し
て
い
る
施
設
等
）
に
つ
い
て
、

都
道
府
県
知
事
が
個
別
に
施
設
を
指
定
す

る
こ
と
で
無
償
化
対
象
と
す
る
新
た
な
経

過
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

（
３
）
共
働
き
・
共
育
て
の
推
進

①�

雇
用
保
険
法
の
一
部
改
正
（
令
和
７
年

４
月
１
日
施
行
）

出
生
後
一
定
期
間
内
に
両
親
と
も
に

育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
を
促
進
す
る

た
め
、
給
付
率
を
現
行
の
育
児
休
業
給
付

（
67
％
（
手
取
り
で
８
割
相
当
））
と
合
わ

せ
て
80
％
（
手
取
り
で
10
割
相
当
）
へ
と

引
き
上
げ
る
「
出
生
後
休
業
支
援
給
付
」

を
創
設
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

育
児
中
の
柔
軟
な
働
き
方
と
し
て
、
男
女

と
も
に
時
短
勤
務
を
選
択
し
や
す
く
な
る

よ
う
、
こ
ど
も
が
２
歳
未
満
の
期
間
に
時

短
勤
務
を
選
択
し
た
場
合
に
、
時
短
勤
務

時
の
賃
金
の
10
％
を
支
給
す
る
「
育
児
時

短
就
業
給
付
」
を
創
設
す
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

②�

国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
（
令
和
８
年

10
月
１
日
施
行
）

自
営
業
・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
等
の
育
児
期

間
中
の
経
済
的
給
付
に
相
当
す
る
支
援
措

置
と
し
て
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

に
つ
い
て
、
そ
の
子
が
１
歳
に
な
る
ま
で

の
期
間
の
保
険
料
免
除
措
置
を
創
設
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

３３
．．��

給
付
等
を
支
え
る
財
政
基
盤
の

給
付
等
を
支
え
る
財
政
基
盤
の

確
保
と
見
え
る
化
の
推
進

確
保
と
見
え
る
化
の
推
進

（
１
）�

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
の

創
設

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
は
、
社

会
連
帯
の
理
念
を
基
盤
と
し
て
、全
世
代
・

全
経
済
主
体
が
子
育
て
世
帯
を
支
え
る
新

し
い
分
か
ち
合
い
・
連
帯
の
仕
組
み
と
し

て
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
医
療
保
険
料
と
あ

わ
せ
て
拠
出
を
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

医
療
保
険
者
に
、
医
療
保
険
料
と
あ
わ

せ
て
被
保
険
者
・
事
業
主
か
ら
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
金
」（
以
下
「
支
援
金
」

と
い
う
。）
を
徴
収
、
政
府
に
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
納
付
金
」（
以
下
「
支
援
納

付
金
」
と
い
う
。）
と
し
て
納
付
い
た
だ

き
、
支
援
納
付
金
は
、
児
童
手
当
の
拡
充

や
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
な
ど
、
加
速

化
プ
ラ
ン
で
拡
充
さ
れ
る
こ
ど
も
・
子
育

て
世
帯
向
け
の
給
付
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
こ
ど
も
一
人
当
た
り
で
０

歳
か
ら
18
歳
の
間
に
受
け
る
平
均
的
な
給

付
拡
充
の
額
は
146


万
円
と
な
り
、
子

育
て
世
帯
に
と
っ
て
は
大
き
な
受
益
と
な

り
ま
す
（
図
３
参
照
）。

支
援
金
制
度
の
創
設
は
、
令
和
８
年
度

か
ら
３
年
間
か
け
て
段
階
的
に
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
（
拠
出
い
た
だ
く
総
額
は
、

令
和
８
年
度
は
６
千
億
、
９
年
度
は
８
千

億
、
10
年
度
に
１
・
０
兆
円
。）、
足
元
の

賃
上
げ
の
流
れ
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。
支
援
金
と
し
て
拠
出
い
た
だ
く
１
兆

円
分
に
つ
い
て
は
、
歳
出
改
革
等
に
よ
っ

て
１
兆
円
分
の
保
険
料
の
負
担
軽
減
を
図

る
こ
と
で
、
支
援
金
の
導
入
に
よ
っ
て
社

会
保
障
負
担
率
（
国
民
所
得
に
占
め
る
社

会
保
険
料
負
担
の
割
合
）
が
上
昇
し
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
支
援
金
を
充
て

る
児
童
手
当
等
の
給
付
拡
充
は
、
令
和
６

年
度
中
か
ら
順
次
先
行
し
て
実
施
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
こ
の
間
の
財
源
は
つ
な
ぎ

国
債
で
あ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例

公
債
に
よ
り
対
応
し
ま
す
。

個
々
人
の
支
援
金
の
拠
出
額
は
、
加
入

す
る
医
療
保
険
制
度
、
収
入
や
世
帯
の
状

況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
令
和
10
年
度

に
お
け
る
医
療
保
険
加
入
者
一
人
当
た
り

平
均
月
額
45

0
円
程
度
と
想
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
支
援
金
制
度
は
医
療
保
険

料
の
賦
課
・
徴
収
ル
ー
ト
を
活
用
す
る
た

め
、
そ
の
拠
出
額
は
所
得
に
応
じ
た
も
の

と
な
る
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
制
度
や
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
低
所
得
者

等
に
対
す
る
保
険
料
の
軽
減
は
医
療
保
険

料
と
同
様
に
実
施
し
、
さ
ら
に
、
国
民
健

康
保
険
に
お
い
て
は
、
18
歳
年
度
末
ま
で

の
こ
ど
も
に
係
る
支
援
金
の
均
等
割
額

は
、
10
割
軽
減
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。
ま

た
、
医
療
保
険
者
に
対
す
る
財
政
支
援
に

つ
い
て
も
、
医
療
保
険
制
度
に
お
け
る
取

扱
い
を
踏
ま
え
て
実
施
し
ま
す
。

支
援
金
制
度
に
よ
り
少
子
化
・
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
は
、
我
が
国

の
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
や
地
域
社
会
を

維
持
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
医
療
保
険

制
度
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ

り
、
国
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
に
と
っ

て
重
要
な
受
益
が
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
医
療
保
険
の
仕
組
み
を
活
用
し

て
保
険
料
と
し
て
拠
出
を
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

国
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
支
援
金
制
度

の
趣
旨
・
枠
組
み
に
つ
い
て
、
周
知
・
広

報
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
見
え
る
化
の
推
進

「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
は
、
こ

ど
も
・
子
育
て
政
策
の
全
体
像
と
費
用
負

担
の
見
え
る
化
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
令
和
７
年
４
月
に
、
内
閣
府
（
こ
ど

も
家
庭
庁
）
と
厚
生
労
働
省
が
共
管
す
る

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
」（
い

わ
ゆ
る
「
こ
ど
も
金
庫
」）
を
創
設
し
ま

す
。
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
等
の

特
定
の
財
源
を
活
用
し
て
実
施
す
る
事
業

が
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
給
付
と
拠
出
の
関
係
が
よ

り
一
層
明
確
化
さ
れ
ま
す
。

４４
．
お
わ
り
に

．
お
わ
り
に

２
、
３
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

施
行
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
こ
ど
も
家
庭
庁
か
ら

の
情
報
発
信
に
ご
留
意
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
施
行
業
務
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
家
庭
庁

長
官
官
房
総
務
課
支
援
金
制
度
等��

準
備
室

電
話
：
0
3

-

6858




-

0
1
1
4

（
直
通
）

政　策
第3295号5　2024年（令和 6年） 9月30日 町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

p02-05 3295 政策_子育て支援法一部改正.indd   5p02-05 3295 政策_子育て支援法一部改正.indd   5 2024/09/30   13:29:132024/09/30   13:29:13



▲クアオルトⓇ健康ウオーキングヴァルトコース展望台から望む翠明湖

多た

可か

町ち
ょ
う

兵
庫
県

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

　
　
　
元
気
で
健
康
な
高
齢
者
の
ま
ち
へ

◦
地
域
共
生
づ
く
り
の
促
進

地
域
の
あ
ら
ゆ
る
主
体
で
、
自
分

ら
し
く
活
躍
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
育
成
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン

ト
等
に
よ
る
互
助
活
動
の
推
進
で

公
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
官
民
協
働
で
支

え
る

◦
健
康
づ
く
り
の
推
進

ク
ア
オ
ル
ト
®
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
に
よ
る
住
む
人
、
訪
れ
る
人
、
す

べ
て
の
人
の
“
心
と
体
を
癒
や
す
”

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

◦
元
気
な
高
齢
者
の
地
域
貢
献
・
社
会

参
加
の
促
進

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
健
康
へ

の
気
づ
き
と
お
互
い
を
見
守
る
関
係

性
の
構
築
で
、
地
域
の
通
い
の
場
で

社
会
参
加
・
社
会
貢
献
を
促
進

◦
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
と
健
康
促
進

ア
プ
リ
の
普
及
啓
発

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
情
報
と
連
携

し
た
“
公
式
L
I
N
E
”
を
活
用
し

高
齢
者
の
健
康
状
態
の
管
理
と
「
健

幸
ア
プ
リ
」
に
よ
る
運
動
意
識
の
醸

成
を
サ
ポ
ー
ト

兵庫県 多可町

特 集　デジタル技術を使った地域活性化

��

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た 

　
　
　
　
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
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１
．
多
可
町
の
概
要

多
可
町
は
、
中
国
山
地
（
三
国
岳
、
千
ヶ

峰
、
笠
形
山
、
竜
ヶ
岳
、
篠
ヶ
峰
な
ど
） 

の

山
々
に
囲
ま
れ
た
緑
豊
か
な
町
で
す
。
自

然
豊
か
な
場
所
で
暮
ら
し
な
が
ら
も
神
戸

や
大
阪
な
ど
の
都
市
部
に
１
時
間
程
で
行
け

る
た
め
、
近
年
移
住
さ
れ
る
方
が
増
加
し
て

い
ま
す
。 

ま
た
本
町
は
、酒
米
の
最
高
峰
「
山
田
錦
」

の
発
祥
の
地
、
７
世
紀
後
半
か
ら
受
け
継
が

れ
る
手
漉
き
和
紙
「
杉
原
紙
」
の
発
祥
の
地
、

そ
し
て
国
民
の
祝
日
「
敬
老
の
日
」
の
発
祥

の
地
と
し
て
、
３
つ
の
発
祥
を
も
つ
町
と
し

て
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

近
年
で
は
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
、
都
市
と
の
交
流
、
特
産
品
の
開
発
、

文
化
発
信
事
業
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
が
行

わ
れ
、
人
の
元
気
が
集
落
や
町
の
元
気
に
つ

な
が
る
よ
う
「
み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

特
に
地
域
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
住
民
に
よ
る
、
住
民
の
た
め
の
住
民
研

修
会
「
コ
ー
ク
ゼ
ミ
・
あ
っ
た
か
は
～
と

ラ
イ
ン
」
を
開
催
し
、
地
域
の
中
で
の
「
支

え
手
」
育
成
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

２
．�

健
康
意
識
を
高
め
る
取
組
を

全
国
的
に
少
子
化
と
超
高
齢
化
は
地
域
課

題
と
し
て
、
各
自
治
体
が
競
い
合
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
本
町
も

特
に
子
育
て
施
策
、
移
住
定
住
施
策
を
中
心

に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ

と
は
若
年
者
人
口
の
奪
い
合
い
を
し
て
い
る

だ
け
で
、
一
時
的
な
増
加
は
見
込
め
て
も
生

活
圏
域
や
県
広
域
レ
ベ
ル
で
考
え
る
と
人
口

減
少
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

普
通
に
生
活
を
し
て
い
れ
ば
、
誰
し
も
年

齢
を
重
ね
、
心
身
の
不
調
や
認
知
面
の
不
安

な
ど
た
く
さ
ん
の
課
題
を
徐
々
に
抱
え
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
地
域
で
自
立
し
て
生

活
を
送
る
た
め
に
も
「
健
康
」
は
全
て
の
住

民
に
必
要
な
こ
と
で
す
。「
健
康
」
に
つ
い

て
は
、
関
心
層
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

ア
ッ
プ
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
無
関
心
層
へ

い
か
に
普
及
啓
発
を
す
る
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
近
年
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
よ
る
健

康
増
進
活
動
は
活
発
化
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

プ
リ
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
可
町
に
お

い
て
も
隣
接
す
る
自
治
体
と
連
携
し
「
健
幸

ア
プ
リ
」
を
導
入
し
、
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業

を
運
営
し
て
い
ま
す
。
歩
数
で
簡
単
に
ポ
イ

ン
ト
が
た
ま
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
高
齢
者
に
と
っ
て
も
比
較
的
簡
単
に
活

動
が
で
き
、
た
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
町
内
の

商
工
会
が
発
行
す
る
地
域
商
品
券
に
還
元
で

き
る
こ
と
も
あ
り
、
ア
プ
リ
加
入
者
は
急
増

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

あ
わ
せ
て
、豊
か
な
地
域
資
源
を
活
か
し
、

ク
ア
オ
ル
ト
事
業
も
展
開
し
て
い
ま
す
。
ク

ア
オ
ル
ト
と
は
、
ド
イ
ツ
語
で
「
健
康
保
養

地
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
豊
か
な
自
然
環

境
の
中
で
、
中
長
期
の
滞
在
に
よ
る
健
康
づ

く
り
が
行
え
る
町
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。

▲杉原紙原料のコウゾの川さらし

▲「敬老の日提唱の地」の記念碑

▲健康ウオーキング参加風景

特 集　デジタル技術を使った地域活性化
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ク
ア
オ
ル
ト
Ⓡ
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
い
う

ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
健
康
づ
く
り
の
手
法
を
用

い
て
毎
週
火
・
木
曜
日
に
３
㎞
程
度
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
森
林
の

中
に
入
る
コ
ー
ス
や
季
節
の
名
所
を
巡
る

コ
ー
ス
な
ど
19
も
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
毎
回

専
任
ガ
イ
ド
が
案
内
し
て
い
ま
す
。
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
へ
の
参
加
は
生
活
習
慣
病
や
認
知
症

の
予
防
だ
け
で
な
く
、
心
身
の
健
康
づ
く
り

や
健
康
寿
命
の
延
伸
に
効
果
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

３
．
介
護
予
防
事
業
の
見
え
る
化
を

以
前
か
ら
町
で
勧
め
る
介
護
予
防
事
業

は
、
普
及
啓
発
と
し
て
集
落
の
公
民
館
等
で

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を
住
民
主
体
の
活

動
で
あ
る
通
い
の
場
「
元
気
あ
っ
ぷ
広
場
」

で
拡
げ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
住
民
の
健
康
意
識
を
高
め
、
ご
自

身
の
健
康
に
対
し
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
「
見
え
る
化
」
に
も
努
め

て
き
ま
し
た
。

「
見
え
る
化
」
と
し
て
、
介
護
予
防
事
業

で
利
用
し
て
い
た
25
問
の
生
活
機
能
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
回
答
や
体
力
測
定
の
結

果
か
ら
足
腰
年
齢
の
数
値
化
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
履
歴
と
現
時
点
の
フ
レ
イ
ル
度
に
つ

い
て
、
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
高
齢
者

に
結
果
を
提
示
し
、
み
な
さ
ん
に
注
意
喚
起

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

体
力
測
定
は
現
地
で
の
計
測
が
必
要
で
す

が
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
実
施
時
点
の

問
診
結
果
を
活
用
し
て
フ
レ
イ
ル
度
を
推
し

量
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
よ
っ
て
、
現
在
の

デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
（
以
下
「
ス
マ
ホ
」
と
す
る
。）

等
を
活
用
す
れ
ば
、
い
つ
で
も
計
測
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き
な
い
か
と
考
え
、

調
整
を
始
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

フ
レ
イ
ル
対
策
は
「
元
気
あ
っ
ぷ
広
場
」

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防
講
座
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
全
高
齢
者
、
全
地

域
で
実
施
が
で
き
て
お
ら
ず
、
介
入
す
べ
き

フ
レ
イ
ル
対
象
者
を
早
期
に
発
見
で
き
て
い

ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
高
齢
者
自
身
が
心
身
の

状
態
を
把
握
し
て
い
な
い
た
め
、
気
が
つ
い

た
ら
フ
レ
イ
ル
の
状
態
も
し
く
は
要
介
護
の

状
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
自
身
が
予
防
策
と
し
て

何
を
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
ず
、
何
の
対

策
も
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
よ
っ

て
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
、
自
身
の
健
康
状

態
へ
の
気
づ
き
を
促
し
健
康
寿
命
の
延
伸
に

つ
な
が
る
よ
う
、
ま
た
、
で
き
る
限
り
簡
単

な
操
作
、
必
要
な
情
報
の
取
得
に
つ
な
が
る

よ
う
な
仕
組
み
を
検
討
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
操
作
が
必
要
な
シ
ス
テ
ム
で

は
結
局
使
わ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
自
身
に

役
立
つ
情
報
を
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
い

わ
ゆ
る
「
健
康
手
帳
」
を
ス
マ
ホ
の
中
で
保

有
で
き
る
仕
組
み
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
ま

し
た
。

４
．�

新
た
な
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の�

活
用
へ

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
は
、
住
民
の
利
用
度
の
高
さ
と
家
族
間

で
も
そ
の
操
作
を
教
え
合
う
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら
高
齢
者
も
比
較
的
参
加
し
や
す
い

と
判
断
し
選
択
し
た
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用

す
る
こ
と
で
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
あ

る
ご
自
身
の
情
報
を
取
得
し
、
健
康
管
理
に

も
つ
な
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
の
「
カ
タ
チ
」
で
は
な

い
か
と
シ
ス
テ
ム
開
発
を
進
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染

症
対
策
を
実
施
し
な
が
ら
フ
レ
イ
ル
予
防
に

も
つ
な
が
る
非
接
触
型
の
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ

ク
と
な
る
よ
う
調
整
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
介
護
予
防
事
業
の
現
場
で
単

独
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
生
活
機
能
の

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
た
の
で
、
問
診
票

を
現
場
で
確
認
し
な
い
と
フ
レ
イ
ル
度
の
情

報
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
ス
マ
ホ

を
活
用
し
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
り
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、必
要
な
運
動
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
、

▲元気あっぷ広場でいきいき百歳体操

▲フレイル予防システムの各画面
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脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
お
す
す
め
メ

ニ
ュ
ー
を
表
示
す
る
こ
と
で
ご
家
庭
で
の
介

護
予
防
に
対
し
、
普
及
啓
発
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
専
門
職
に
と
っ
て
も
、
フ
レ
イ
ル

情
報
が
累
積
さ
れ
る
こ
と
で
、
高
齢
者
へ
の

早
期
介
入
が
で
き
る
た
め
、
地
域
内
で
の
フ

レ
イ
ル
講
座
は
、
課
題
に
対
す
る
こ
れ
ま
で

の
対
処
的
な
支
援
か
ら
予
防
を
意
識
し
た
ポ

ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
と
切
り
替

え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

５
．
意
外
な
落
と
し
穴

令
和
５
年
４
月
、「
元
気
あ
っ
ぷ
広
場
」

参
加
者
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
た
結
果
、

電
話
以
外
で
の
ス
マ
ホ
の
活
用
方
法
の
う
ち

６
割
が
ポ
イ
ン
ト
活
用
事
業
の
「
健
幸
ア
プ

リ
」
を
利
用
し
て
い
る
も
の
の
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
は
３
割
に
留
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

携
帯
電
話
か
ら
ス
マ
ホ
に
機
種
を
変
更
さ

れ
て
は
い
る
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
ス
マ
ホ
の

活
用
自
体
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

「
健
幸
ア
プ
リ
」
に
つ
い
て
は
、
ア
プ
リ

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
ア
カ
ウ
ン
ト
を
初
期
設

定
さ
え
す
れ
ば
、ス
マ
ホ
が
万
歩
計
と
な
り
、

ポ
イ
ン
ト
が
蓄
積
さ
れ
る
た
め
、
難
し
い
操

作
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
初
期

導
入
の
支
援
が
で
き
れ
ば
継
続
し
た
利
用
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
若
年
者
と
違
い
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
よ
う
に
文
字
入
力
に
よ
る
会
話
を
頻
回

に
す
る
こ
と
は
、
高
齢
者
に
は
ま
だ
ま
だ
煩

わ
し
さ
が
あ
る
よ
う
で
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し

た
後
も
活
用
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
向
け
ス
マ
ホ
は
さ
ま
ざ
ま

な
制
限
の
で
き
る
機
種
も
あ
り
、
そ
の
操
作

性
も
特
異
で
あ
る
こ
と
か
ら
指
導
す
る
側
の

ス
キ
ル
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
ス
マ
ホ
教
室
を
エ
リ
ア
ご
と
に
展

開
し
、超
初
心
者
コ
ー
ス
を
開
催
す
る
な
ど
、

ス
マ
ホ
の
使
い
方
を
高
齢
者
に
対
し
て
丁
寧

に
説
明
す
る
機
会
を
多
く
設
け
る
必
要
が
あ

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
の
高
齢
者
は
、
ス
マ
ホ
を
活

用
で
き
る
人
が
徐
々
に
増
え
て
く
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
。
よ
っ
て
、
今
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
、
身
近
な
地
域
で
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催

し
、
ス
マ
ホ
の
活
用
に
つ
い
て
、
重
点
的
に

支
援
す
る
こ
と
が
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策

に
加
え
、
高
齢
者
が
健
康
で
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
に
つ
な
が
り
そ
の
結
果
、
こ
れ
か
ら
起

こ
り
う
る
介
護
人
材
不
足
へ
の
対
応
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
。

６
．
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
へ

高
齢
者
個
人
が
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
よ
り
、
ご
自
身
が
健
康
に

気
を
つ
け
、
介
護
予
防
に
も
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
中
で
、
高
齢
者
が
活
発
に
活
動
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
第
５
類
へ
緩
和
さ
れ
た
こ
と

で
、
社
会
参
加
す
る
機
会
も
元
に
戻
っ
て
き

ま
す
。
い
き
い
き
百
歳
体
操
に
よ
る
地
域
の

介
護
予
防
の
通
い
の
場
が
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
お
互
い
を
気
遣
い
、
気
配
り
が
で
き
る
心

の
余
裕
も
生
ま
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

お
互
い
を
気
に
し
合
う
適
度
な
距
離
の
関

係
性
が
保
て
る
こ
と
で
、
地
域
の
中
の
絆
づ

く
り
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
対
策
は

一
つ
の
き
っ
か
け
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
づ
く
り
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
に
な
れ
ば
と
切

に
願
い
ま
す
。

ま
た
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
リ
ッ
チ
メ

ニ
ュ
ー
を
見
直
し
、
今
回
「
暮
ら
し
」、「
健

康
・
観
光
」、「
防
災
」
の
タ
ブ
を
追
加
し
、

住
民
へ
の
周
知
方
法
も
改
善
し
、
町
か
ら
発

信
す
る
情
報
を
入
手
し
や
す
く
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
デ
ー
タ
活
用
の
時
代
で
す
の

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
分
析
し
、
そ
の
情

報
を
住
民
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
多
可
町　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

ふ
く
し
相
談
支
援
課　

山
本　

茂
弘▲酒米の最高峰「山田錦」

▲公式LINEのインストール支援

▲健幸アプリ
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た
ら
ぴ
ん

た
ら
ぴ
ん

町 村 週 報8　令和0年0月0日 （第三種郵便物認可） 第0000号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、西ブロック（中国・四国・九州・沖縄）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
2
0
1
5
年
5
月
2
日
に
開
催
さ
れ
た
「
ゆ

り
フ
ェ
ス
タ
」
に
て
お
披
露
目
さ
れ
た
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
町
花「
え
ら
ぶ
ゆ
り
」

が
モ
チ
ー
フ
で
、
和
泊
町
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
元
ア
イ
ド
ル
お
し
ど
り
カ
ッ
プ
ル
「
リ
リ
ー

く
ん
」
と
「
リ
リ
ー
ち
ゃ
ん
」
の
娘
と
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。
両
親
譲
り
の
き
れ
い
な
緑

色
の
髪
に
は
「
え
ら
ぶ
ゆ
り
」
の
髪
飾
り
を

つ
け
、
島
の
赤
土
と
同
じ
色
の
赤
い
靴
を
履

き
、
首
元
に
は
幸
せ
の
黄
色
い
リ
ボ
ン
を
付

け
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
『
L
O
V
E

L
O
V
E
！
お
き
の
え
ら
ぶ
!!
』
が
作
ら
れ

る
ほ
ど
、
町
民
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
「
リ

リ
リ
ー
」。「
和
泊
町
港
ま
つ
り
」
や
「
花
の

島
沖
え
ら
ぶ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
」
等
、
町
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
よ
く
出
没
す
る
ほ
か
、

時
に
は
町
外
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
も
お

出
か
け
し
、
積
極
的
に
「
え
ら
ぶ
ゆ
り
」
や

和
泊
町
、
沖
永
良
部
島
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　
多
良
間
村
制
1
0
0
周
年
記
念
事
業
の
一

環
で
公
募
を
実
施
し
、
2
0
1
3
年
11
月
28

日
に
誕
生
し
た
「
た
ら
ぴ
ん
」。
モ
チ
ー
フ
は

子
ヤ
ギ
で
、
琉
球
王
朝
時
代
に
多
良
間
で
活

躍
し
た
豊
見
親
（
と
ぅ
ゆ
み
ゃ
）
の
姿
を
模
し

て
い
ま
す
。
2
0
1
4
年
9
月
30
日
に
は
、
多

良
間
村
役
場
に
て
着
ぐ
る
み
の
お
披
露
目
と

共
に
住
民
登
録
を
行
い
、
晴
れ
て
1
1
2
5

人
目
の
村
民
と
な
り
ま
し
た
。
2
0
1
9
年

に
は
沖
縄
民
謡
の
「
た
ら
ぴ
ん
」
Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ

「
た
ら
ぴ
ん
ダ
ン
ス
」
も
完
成
。
ま
た
、

2
0
2
4
年
6
月
に
は
、
約
10
年
ぶ
り
に
復

活
し
た
遊
具
の
あ
る
公
園
が
「
た
ら
ぴ
ん
公

園
」
と
名
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
村
民
に
広
く

親
し
ま
れ
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。
多
良

間
村
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
た

り
、
多
良
間
空
港
で
観
光
客
を
出
迎
え
た
り

と
、「
た
ら
ぴ
ん
」
は
多
良
間
村
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

和
泊
町
役
場
勤
務
の
20
代
女
性
（
年
齢
は
ひ
み
つ
）。
明
る
く
元

気
で
、
イ
ケ
メ
ン
に
弱
い
。
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ダ
ン
ス
を
踊

る
の
が
好
き
で
、
島
唄
に
合
わ
せ
て
踊
る
の
も
得
意
。

生
後
1
0
0
日
の
子
ヤ
ギ
の
男
の
子
。
黒
糖
が
大
好
き
で
、
好
き

な
お
や
つ
は
「
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
葉
」。
将
来
の
夢
は
、
立
派
な
ヒ

ゲ
が
生
え
て
、島
の
豊
年
祭
「
八
月
踊
り
」
の
組
踊
で
「
大
主
（
ウ

プ
ヌ
ス
）」
を
演
じ
る
こ
と
。

2
月
1
日（
上
関
町
創
立
日
）生
ま
れ
。
野
路
菊
の
妖
精
。「
や

り
た
い
こ
と
を
や
り
た
い
時
に
や
り
た
い
だ
け
や
る
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
自
由
気
ま
ま
に
生
活
。「
職
業
は
自
宅
警
備
員
」
と
言

う
ほ
ど
イ
ン
ド
ア
派
。
好
き
な
言
葉
は
「
深
呼
吸
」。

　
上
関
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
「
お

さ
ん
ぽ
上
関
」
の
案
内
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
2
0
1
6
年
に
誕
生
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。

モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
町
花
の
「
野

路
菊
」
で
す
。
当
初
イ
ラ
ス
ト
で
の
み
活
動

し
て
い
ま
し
た
が
、
2
0
1
9
年
11
月
3
日

に
上
関
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
着
ぐ
る

み
が
お
披
露
目
さ
れ
て
か
ら
は
、
町
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
き

ま
し
た
。
2
0
2
4
年
3
月
に
は
、
上
関
町

公
式
V
T
u
b
e
r
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
、

上
関
町
の
魅
力
や
楽
し
い
話
題
を
盛
り
込
ん

だ
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
動
画
で
の
活

動
だ
け
で
な
く
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
等

に
も
参
加
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
ん
な
時
は
、

公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、

可
愛
ら
し
さ
ア
ピ
ー
ル
に
余
念
が
な
い
、
お

ち
ゃ
め
な
一
面
も
あ
る
「
の
ん
の
ち
ゃ
ん
」。

こ
れ
か
ら
も
多
岐
に
わ
た
る
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

リ
リ
リ
ー

リ
リ
リ
ー

Vol.152
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口
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縄
県
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ん

鹿
児
島
県
和わ

泊ど
ま
り

町ち
ょ
う

次
回
は
、
東
ブ
ロ
ッ
ク
（
北
海
道
・
東
北
・
関
東
）
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す

和
泊
町
マ
ス
コ
ッ
ト
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ャ
ラ
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タ
ー

の
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の
ち
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ん

の
ん
の
ち
ゃ
ん
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キ
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多良間村
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生命 医療 収入補償保険のご案内

任意生命保険・任意医療保険
○団体保険としての割引が適用
○付帯サービス「N-コンシェルジュ」の魅力

任意生命保険
○最低保険金額200万円から加入可能
○ご加入キャンペーン特典

任意収入補償保険
○�ケガや病気で働けなくなった場合の収入を� �
最大65歳まで長期に補償

○精神障害も最長24カ月補償

任意生命保険・任意医療保険・任意収入補償保険（共通）

○団体割引による低廉な保険料
「任意生命保険」申込保険金額1,000万円当たりの負担額（例）

『町村等職員だからこそ』受けられるメリットがあります

全国町村会は、町村等職員の厚生に資することを目的として、本会と生命保険会社で団体契約
を結び、「任意生命保険」、「任意医療保険」、「任意収入補償保険」を実施しております。ぜひ、
この機会にご加入をご検討ください。

次回募集は令和６年10月から開始
（令和６年11月６日（水）まで）

（※）月払掛金に直近３年間の平均配当還元率約 12.0％を加味した概算金額です

任意生命保険 月払掛金 実質負担金額（※）

1,056円

1,056円

1,258円

1,575円

1,200円

1,200円

1,430円

1,790円

男性

22歳

30歳

36歳

41歳

713円

713円

1,012円

1,188円

810円

810円

1,150円

1,350円

女性

22歳

30歳

36歳

41歳

配当加味
×88.0%

（※）

※お問合せの際には、団体名「全国町村会」をお知らせください
〈受付時間〉 月～金曜日（祝日を除く）9：00～17：00

0120-375-696　日本生命
0120-500-826　あいおいニッセイ同和損保

生命医療
収入補償

制度内容・お申込み手続きに関するお問合せ先

任意共済HPはこちら Nコンシェルジュはこちら
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大
分
県
の
西
部
に
あ
る
玖
珠
町
は
、
人

口
１
３
、８
０
０
人
ほ
ど
の
小
さ
な
町
で
、

大
分
市
中
心
部
と
福
岡
空
港
の
中
間
に
位

置
し
、
高
速
道
路
を
使
用
す
れ
ば
各
々
１

時
間
ほ
ど
で
移
動
が
可
能
で
す
。
鉄
道
や

主
要
道
路
で
結
ば
れ
た
交
通
の
要
所
に
あ

り
ま
す
。

特
に
、
福
岡
県
久
留
米
市
と
大
分
市
を

結
ぶ
「
国
鉄
久
大
本
線
」
保
線
区
の
拠
点

で
あ
っ
た
「
豊
後
森
扇
形
機
関
庫
」
は
、

昭
和
40
年
代
ま
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
が
、

機
関
車
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
に
伴
い
、
現
在

は
「
近
代
化
産
業
遺
産
」
と
し
て
観
光
施

設
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
多
く
の
鉄
道
フ
ァ

ン
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

こ
の
扇
形
機
関
庫
か
ら
一
望
で
き
る

「
伐
株
山
（
き
り
か
ぶ
や
ま
）」
は
切
株

の
形
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
む
か
し
、

大
き
な
楠
の
立
木
が
あ
っ
て
、
田
畑
を

日
陰
に
し
て
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
が
、

大
男
が
現
れ
て
大
木
を
切
り
倒
し
て
村

を
救
っ
た
。
枝
に
あ
っ
た
鳥
の
巣
が
ト

ス
（
佐
賀
県
鳥
栖
市
）
に
、
葉
っ
ぱ
の

跡
が
ハ
カ
タ
（
福
岡
市
博
多
）
に
、
い

く
ら
大
木
で
も
こ
こ
ま
で
来
る
め
ぇ
！

（
届
か
な
い
）（
福
岡
県
久
留
米
市
）」
と

命
名
さ
れ
た
と
い
う
民
話
が
残
っ
て
い

ま
す
。

当
町
は
、
世
界
を
回
り
、
童
話
の
世

界
を
広
め
、「
日
本
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
」

と
呼
ば
れ
た
口
演
童
話
作
家
の
久
留
島

武
彦
生
誕
の
地
で
す
。「
童
話
の
里
玖
珠

町
」
と
銘
打
っ
て
児
童
生
徒
の
情
操
教

育
と
合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

久
留
島
武
彦
翁
は
「
信
じ
あ
う
こ
と
。

助
け
合
う
こ
と
。
違
い
を
認
め
合
う
こ

と
」、
ま
た
「
継
続
は
力
な
り
」
と
い
う

言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
人
権
尊

重
や
地
方
創
生
の
現
代
社
会
の
到
来
を
明

治
・
大
正
の
時
代
か
ら
想
定
し
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
疲
弊
し
て
い
る

暮
ら
し
や
経
済
に
明
る
い
兆
し
を
取
り
戻

そ
う
と
、
町
民
の
総
力
を
結
集
し
な
が
ら

粘
り
強
く
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
唱

え
て
い
る
こ
と
と
同
様
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
は
ひ
と
づ
く
り
」
と
よ

く
言
い
ま
す
。
当
町
に
お
き
ま
し
て
は
各

分
野
で
将
来
を
担
う
こ
ど
も
達
の
人
材
育

成
の
一
環
と
し
て
、
地
域
の
文
化
・
歴
史
・

暮
ら
し
を
学
び
、
故
郷
を
誇
り
に
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
自
主
性
を
高
め
表
現
力
を

育
む
「
調
べ
学
習
」
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
を
充
実

さ
せ
ま
し
た
。
令
和
4
年
度
に
「
文
部
科

学
大
臣
賞
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
お
い

て
賜
り
ま
し
て
一
層
の
励
み
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
一
方
で
核
家
族
化
や
共
働
き
家

族
の
増
加
な
ど
家
庭
環
境
の
変
化
、
価
値

観
の
多
様
化
、社
会
不
安
な
ど
を
背
景
に
、

当
町
に
お
い
て
も
不
登
校
の
児
童
生
徒
が

増
え
て
い
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
は
「
誰

ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
教
育
」を
掲
げ
て
、

文
部
科
学
省
が
す
す
め
る
「
学
び
の
多
様

化
学
校
」
を
、
九
州
・
沖
縄
エ
リ
ア
の
公

立
小
中
学
校
で
は
初
め
て
令
和
６
年
４
月

に
新
設
開
校
さ
せ
る
に
至
り
ま
し
た
。

他
方
、
産
業
面
で
は
農
林
畜
産
業
の
振

興
や
、
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
導
入
な
ど

で
消
費
喚
起
と
地
域
内
経
済
循
環
に
つ
な

げ
よ
う
な
ど
、
可
能
な
限
り
の
対
策
に
着

手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
令
和
６
年
４
月
下

旬
に
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」
に
関
す
る

マ
ス
コ
ミ
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
関
係
人
口
を
増
や
し
経
済
効
果
を
引
き

出
す
施
策
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
自
治

体
の
取
組
を
数
多
く
見
て
き
ま
し
た
が
、

人
口
減
少
対
策
と
し
て
移
住
や
定
住
に
つ

な
げ
る
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
に
つ
い
て
、
今

回
の
報
道
を
通
じ
て
痛
感
・
再
認
識
さ
せ

ら
れ
た
機
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

玖
珠
町
で
は
、
旧
中
学
校
舎
の
利
活
用

と
し
て
開
設
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

に
、
こ
の
２
年
間
で
Ｉ
Ｔ
関
係
企
業
な
ど

６
社
が
入
居
し
て
く
だ
さ
り
、
若
い
方
々

も
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。「
人
・
仕
事
・

ま
ち
」
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
も
、
活
気

と
勇
気
に
つ
な
が
っ
て
い
る
感
が
あ
り
、

今
後
の
企
業
誘
致
に
も
力
が
入
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘
致
は
、

遊
休
施
設
や
空
き
家
活
用
の
面
で
も
企

業
・
事
業
所
の
入
居
に
つ
な
げ
る
こ
と
も

可
能
で
す
。
地
元
の
若
者
に
と
っ
て
も

「
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ
ば
、
都
会
へ
出
な

く
て
も
地
元
に
居
な
が
ら
都
会
と
同
じ
仕

事
が
で
き
、
同
じ
水
準
の
報
酬
が
得
ら
れ

る
」
と
認
識
で
き
る
よ
う
な
夢
の
環
境
が

整
い
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

近
年
の
よ
う
に
出
生
数
が
低
下
す
る
中

で
も
、
仕
掛
け
・
仕
組
み
づ
く
り
に
よ
っ

て
「
社
会
減
を
抑
制
す
る
」
可
能
性
は
あ

る
と
思
わ
れ
、「
玖
珠
町
に
生
ま
れ
育
っ

た
こ
と
、
玖
珠
町
で
暮
ら
し
た
こ
と
」
を

誇
り
に
思
え
る
よ
う
「
小
さ
な
町
の
大
き

な
挑
戦
」
を
粘
り
強
く
展
開
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
町
の
大
き
な
挑
戦

宿し
ゅ
く

利り

　
政ま

さ

和か
ず

大
分
県
玖く

珠す

町
長
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